
FCCI NEWS
福井商工会議所の動き

10月度議員懇談会

県内におけるモーダルシフトについて懇談

　

10
月
度
議
員
懇
談
会
を
10
月
１
日
午
前
11

時
か
ら
福
井
商
工
会
議
所
ビ
ル
で
開
催
し
、

73
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
八
木
会
頭
は
、「
一
昨
日
、

自
民
党
の
新
総
裁
が
決
ま
り
、
昨
日
を
も
っ

て
国
内
全
域
で
緊
急
事
態
宣
言
・
ま
ん
延
防

止
特
別
措
置
が
解
除
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
長
期
化
に
よ
り
疲
弊
し
た
国
内
経

済
を
立
て
直
し
て
ほ
し
い
」
と
新
内
閣
に
対

す
る
期
待
を
述
べ
た
。
ま
た
、「
新
型
コ
ロ

ナ
が
落
ち
着
い
た
と
し
て
も
、
人
々
の
生
活

が
元
に
戻
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
変
化
し

た
価
値
観
に
対
応
す
る
新
た
な
事
業
計
画
の

立
案
が
必
要
で
あ
り
、
当
所
と
し
て
も
会
員

企
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
を
発
揮
し
て
い
き

た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

続
い
て
、
中
部
運
輸
局
福
井
運
輸
支
局
長

の
梅
藤
博
幸
氏
と
日
本
貨
物
鉄
道
㈱
金
沢
支

店
副
支
店
長
の
桧
垣
史
彦
氏
よ
り
「
モ
ー
ダ

ル
シ
フ
ト
の
推
進
と
南
福
井
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
卓
話
が
行
わ
れ
た
。

　

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
少
な
い
輸
送
手
段

へ
の
転
換
を
意
味
す
る
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
も
注
目
を
集
め

て
い
る
。
た
だ
、
国
内
に
お
け
る
貨
物
輸
送

は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
５
割
、
内
航
海
運
が
４

割
強
、
鉄
道
輸
送
が
１
割
弱
と
ま
だ
ま
だ
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
に
依
存
す
る
割
合
が
高
い
。
梅

藤
支
局
長
は
「
国
内
の
貨
物
ド
ラ
イ
バ
ー
は

人
材
不
足
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
鉄
道

輸
送
を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
こ
れ
ら
の
課

題
が
ク
リ
ア
で
き
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
に
も
貢
献
で
き
る
」
と
し
、
あ
わ
せ
て
国

の
支
援
施
策
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
福
井
県
に
は
貨
物
輸
送
専
門
の
駅

と
し
て
Ｊ
Ｒ
南
福
井
駅
が
存
在
す
る
が
、
こ

れ
ま
で
は
駅
構
内
の
設
備
が
古
く
、
貨
車
の

入
換
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
Ｊ
Ｒ

南
福
井
駅
が
10
月
11
日
よ
り
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
、
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
エ
リ
ア
も
整
備
が
行

わ
れ
、
輸
送
す
る
貨
物
の
持
込
み
締
切
り
時

間
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
た
。
桧
垣
副
支
店
長

は
「
２
０
２
４
年
に
は
貨
物
ド
ラ
イ
バ
ー
の

時
間
外
労
働
時
間
に
罰
則
付
き
の
上
限
が
設

け
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
条
件
の
厳
し
い
荷

物
は
運
送
業
者
に
運
ん
で
も
ら
え
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
。
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
全
国
的
に
鉄
道
輸
送
を
見
直
す
流
れ
も
あ

り
、
ぜ
ひ
福
井
県
内
企
業
の
皆
様
に
も
南
福

井
駅
の
利
活
用
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

最
後
に
、
今
月
21
・
22
日
の
両
日
、
福
井

県
産
業
会
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ
る

「
北
陸
技
術
交
流
テ
ク
ノ
フ
ェ
ア
２
０
２
１
」

の
開
催
概
要
に
つ
い
て
村
田
良
昭
実
行
委
員

長
が
説
明
を
行
い
、
期
間
中
の
来
場
を
呼
び

掛
け
た
。

モーダルシフトの重要性について説明する
中部運輸局の梅藤福井運輸支局長



事業開催結果

入会から 5年以内の企業を対象とし、交流会
を行った。当所事業の活用法紹介、アクサ生命
の制度説明を冒頭に行い、その後参加者一名ず
つ自己紹介を行った。交流タイムでは、参加者
同士が名刺交換を行いながら歓談し、当所職員
も交流に参加した。

参加者：16名
会　場：福井商工会議所ビル　コンベンションホール

第 16 回ミニ交流会
「ヨロッサ！」新入会員交流会
担当／会員サービス課9.21

新商品開発や新たなサービス提供に取り組む事
業所が参加し、会場に集まったメディア関係者
に対してプレゼンテーションを実施。その後、
記者からの取材に応じ、プレゼンで伝えきれな
かった新商品・サービスの独自性や新規性につ
いて存分にPRを行った。

発表企業：５社
会　　場：福井商工会議所ビル　国際ホール

第 42 回 新商品・
新サービス合同プレス発表会
担当／会員サービス課

9.17 原子力関連業務 入門研修
担当／まちづくり・産業振興課9.10

原子力関連業務に従事する上で必要な放射線や
施設内の保安活動に関する基礎知識等を説明。
受講者は原子力発電所の構造・管理体制につい
て、CG映像を視聴したり実際に現場で使用す
る機器に触れながら理解を深め、管理区内で注
意すべきことは何かイメージを掴んでいた。

講　師／㈱ペスコ、日本原子力発電㈱　講師
会　場／福井商工会議所ビル　会議室Ｄ

まちづくり・交通委員会
担当／まちづくり・産業振興課9.21

昨年度より議論が進む「県都にぎわい創生協議
会・エリアマネジメント部会」の活動報告を行っ
た。また、2040 年を目標年次とした「県都グ
ランドデザイン」の策定に向けた今後の活動予
定や展望について、同部会の運営・コンサルティ
ングを行う後藤代表より説明があった。

参加者：24名
会　場：福井商工会議所ビル　コンベンションホール
講　師：リージョンワークス合同会社　代表社員　後藤　太一　氏


